
学習評価について（小学校総合）
観点別学習状況の評価の観点の整理
資質・能力の三つの柱に基づいた目標や内容の再整理を踏まえて，観点別学習状況の評価
の観点については，小・中・高等学校の各教科等を通じて，「知識・技能」「思考・判断・表現」
「主体的に学習に取り組む態度」の３観点に整理されました。
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評価の観点と趣旨

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に
取り組む態度

探究的な学習の過程
において，課題の解
決に必要な知識や技
能を身に付け，課題に
関わる概念を形成し，
探究的な学習のよさを
理解している。

実社会や実生活の中
から問いを見いだし，
自分で課題を立て，情
報を集め，整理・分析
して，まとめ・表現して
いる。

探究的な学習に主体
的・協働的に取り組も
うとしているとともに，
互いのよさを生かしな
がら，積極的に社会に
参画しようとしている。

【総合的な学習の時間の目標（第１の目標）を踏まえた教科の観点の例】

よりよく問題を解
決する資質や能力

学び方やも
のの考え方

主体的、創造的、協
同的に取り組む態度 自己の生き方

【学習指導要領に示された視点（第３の１（4））を踏まえた評価の観点の例】

課題設定の力
（学習方法）

情報収集の力
（学習方法）

将来設計の力
（自分自身）

社会参画の力
（他者や社会との関わり）

【各教科の観点との関連を明確にした評価の観点の例】

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

（従前の評価の観点）

（改訂における評価の観点）

学習指導要領の目標を踏まえ，各学校が具体
的に定めた目標と内容に基づき設定します。

修正版（令和２年９月）



＜参考＞「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料
国立教育政策研究所 教育課程研究センター（令和２年３月）指導と評価の計画 例

単元の目標に示され
た資質・能力を踏ま
え，目指すべき学習
状況としての児童の
姿を想定し，「評価
規準」を作成します。

「単元の目標」は，
どのような学習を通
して，どのような資
質・能力を育成する
ことを目指すのかを
明確に示したもので
す。

「自己理解・他者理
解」「主体性・協働
性」「将来展望・社
会参画」などについ
て設定します。

「概念的な知識の獲得」「自在
に活用することが可能な技能の
獲得」「探究的な学習のよさの
理解」について設定します。

探究のプロセス（「課
題の設定」「情報の収
集」「整理・分析」
「まとめ・表現」）を
踏まえて設定します。

観点別学習状況の評価の進め方
例「知識・技能」

評価場面：
持続可能な「地域の
茶の間」の在り方を
話し合う場面

評価：
発言から「概念的知
識の習得状況」を評
価していきます。

評価場面：
これまでの活動を通
しての自分の変化を
振り返り，作文にま
とめる場面

評価：
作文シートの記述か
ら，「探究的な学習
のよさ」を理解して
いる姿を評価してい
きます。


